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10月を迎え、次第に秋が深まっていきます。
食欲の秋、芸術の秋、スポーツの秋。
秋の楽しみ方はさまざまです。
小田原には、秋を身近に感じられる、
恵まれた環境があります。
そして、秋をより満喫できるイベントや催しも
多くあります。
ここでは、秋の魅力をより楽しめる催しと、
それを盛り上げる皆さんの声をお届けします。
秋風が少しずつ冷たくなりますが、
一歩外に出て、ホッと温まるすてきな秋に、
出会いませんか。

秋になると、なぜ食欲がわくのでしょうか。夏の暑さ
が和らぎ、気温が下がると、私たちの体は体温を維持
するために多くのエネルギーを求めます。
そして秋は、おいしいものがたくさん実る季節。
自然が育んだ秋の味覚に、食欲がわかないはずが
ありません。
小田原の秋も、「小田原おでん祭り」「オダワラ・ソウ 
ル・フード・フェスタ」など食欲の秋にうれしい催し
がめじろ押しです。地元の美味をたくさん食べて、
寒さに負けない体、寒さも吹き飛ばす笑顔になりま
しょう。

問  産業政策課  ☎ 33-1511

食欲の秋 !!
地元の美味をほおばろう1

うれしい、楽しい、大好き!

おいし、美し、
小田原の秋
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　おでん祭りの時期になると、いよいよおでんシーズンの到来
です。多くの人におでんを楽しみ、味わっていただきたいです。
　今年のおでん祭りは例年と違って、「東北復興おでん初
屋台!全国ふるさとおでん応援大集合」と称し、被災地の
宮城、福島からも出店していただく予定のほか、北は北海
道、南は九州から全国のおでんの屋台が集まります。
　被災地からも参加いただけることは、大変うれしいこと
です。またステージには、津軽三味線の演奏者をお招き
しています。おでん祭りで、皆に元気を出してほしいです。
　4月に予定していたおでんサミットは震災の影響があっ
て有志の参加のみとなりましたので、その時にできな 
かった「おでん種コンテスト」も今回は行います。ぜひ会
場で、いろいろなおでんをお楽しみください。

　オダワラ・ソウル・フード・フェスタには、小田原を
はじめ、県西地域を中心に県内から、また近隣の静岡、
山梨からも各地自慢のおいしいメニューが集まります。
　各地の青年会議所のメンバーと話をすると、「小田原とい
えば魚、かまぼこ」というイメージが強いことが分かります。

「食」への関心はとても大きなもの。このようなイベントを 
きっかけに、小田原に足を運んでいただき、地元のおいしい
ものや魅力を知ってもらいたいです。もちろん市民の皆さん
にも、お楽しみいただけます。話題のB級グルメなど、さ 
まざまなメニューが一度に味わえるとても貴重な機会です。
　また、東日本大震災の復興支援の試みとして岩手、宮 
城、福島3県の産品の販売も行いますので、そちらもぜ
ひ応援してください。

小田原おでん祭り実行委員会  実行委員長

早瀬幸弘さん

オダワラ・ソウル・フード・フェスタ実行委員会  
実行委員長     
社団法人小田原青年会議所

佐藤友彦さん

全国のおでんの力が
皆を元気に !

食の力で
小田原の魅力を発信 !

小田原の練り製品は、やっぱりおいしい!!
第9回 小田原おでん祭り

日時

10月8日（土）、9日（日）  午前10 時〜午後 4 時
雨天決行  ※ 荒天の場合、10日（月・祝日）へ順延

場所

小田原城址公園二の丸広場

●　小田原おでん種コンテスト
●　新作おでん種の発表
●　東北復興おでん初屋台
●　全国ふるさとおでん屋台
●　そのほか、小田原じんだ組

による昔の子供広場
●　小田原城秋の骨董市

ご当地グルメが大集合 !!
オダワラ・ソウル・フード・フェスタ2011

日時

10 月15日（土）、16日（日）  午前 10 時 〜 午後 5 時

場所

小田原城址公園二の丸広場・銅
あかがね

門広場
〈ご当地グルメ〉
●　小田原どん、小田原おでん など
●　県内から（足柄牛のコリコリ焼き、まさカリー、

三崎まぐろラーメン、寒川棒コロ など）
●　静岡、山梨から（静岡おでん、三島コロッケ、

富士宮やきそば、つけナポリタン など）

同時開催

●　15日（土）・16日（日）小田原城北條六斎市（同所）
●　16日（日）  小田原城ミュージックストリート

（小田原駅周辺商店街など）
●　16日（日）  おいしいもの横丁のうまいもん祭り（駅前東通り）
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耳
庵
を
し
の
ぶ
松
永
記
念
館

　

現
在
、
郷
土
文
化
館
の
分
館
と

な
っ
て
い
る
松
永
記
念
館
は
、
耳
庵

が
自
ら
収
集
し
た
美
術
品
を
展
示

す
る
た
め
に
設
立
し
た
美
術
館
で

し
た
。
収
集
品
の
多
く
は
、
耳
庵
の

没
後
、
小
田
原
を
離
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
前
田
青せ

い

邨そ
ん

画
「
風
神
雷
神

図
」、
本
館
2
階
に
床
柱
と
し
て 

据
え
ら
れ
た
京
都
平
等
院
の
古
材
、

庭
園
に
散
在
す
る
奈
良
東
大
寺
の

石
造
蓮
池
や
奈
良
長
岳
寺
の
五
重

層
塔
な
ど
、
幸
い
市
に
寄
贈
さ
れ
た

も
の
も
あ
り
、
耳
庵
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
一
端
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
耳
庵
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
最

も
注
目
す
べ
き
も
の
に
、
国
宝「
釈し

ゃ

迦か

金き
ん

棺か
ん

出し
ゅ
つ

現げ
ん

図ず

」が
あ
り
ま
す
。
松
永

記
念
館
を
訪
れ
る
来
館
者
を
驚
か
そ

う
と
、
苦
難
の
末
に
執
念
で
入
手
し

た
、
仏
教
絵
画
史
上
、
至
高
の
名
作
で
、

耳
庵
が
敬
愛
し
た
原
三
渓
も「
稀き

世せ
い 

ノ
宝
」と
絶
賛
し
て
い
ま
し
た
。
現
在

は
、
京
都
国
立
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
、

松
永
記
念
館
本
館
2
階
の
和
室
に
は

そ
の
複
製
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

美
術
館
と
し
て
の

松
永
記
念
館

　
「
美
術
館
」
と
し
て
の
松
永
記
念

館
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
か
た
に

体
感
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
こ
の

秋
か
ら
松
永
記
念
館
交
流
美
術
展

が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
は
、「
神 

奈
川
県
西
部
地
域
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ズ
連
絡
会
」に
加
盟
し
て
い
る
美 

術
館
で
所
蔵
す
る
優
れ
た
美
術
品 

を
、
松
永
記
念
館
で
展
示
す
る
も
の

で
す
。

　
第
1
回
め
の
今
回
は
、
全
国
で
も

有
数
の
日
本
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
知

ら
れ
る
箱
根
・
芦
ノ
湖
成
川
美
術
館

の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
、
平
山
郁

夫
の
作
品
を
は
じ
め
と
す
る
約
50
点

も
の
現
代
日
本
画
の
名
作
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

歴史と風情が香る旧東海道の町並みに、これ
から色づいてくる木々の赤や黄色が華やかさ
を添える板橋地区。
実業家として大きな足跡を残し、茶人、美術
品コレクターとして知られる松永耳

じ

庵
あん

（本名：
松永安左ヱ門、1875 〜1971）が建てた松永
記念館では、庭園の紅葉も美しく、存分に芸術
の秋をお楽しみいただけます。
この秋は、松永記念館交流美術展「箱根・芦ノ
湖成川美術館名作展」で、素晴らしい日本画
の世界をご堪

た ん

能
の う

ください。

問  郷土文化館  ☎ 23-1377

本館 2 階和室の床柱（平等院古材）と田中親
しん

美
び

の襖絵、「釈迦金棺出現図 」（複製 ）

芸術の秋 !!
美術品に触れよう2
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　成川美術館では現在、70数名の作家の作品、スケッチ
を含めると4,000点あまりを収蔵しています。
　美術品コレクターの大先達である松永耳庵創建の松永
記念館で、これら私のコレクションを展示させていただく
のは、誠に光栄なことです。
　人の奥深くには、抑えても抑えきれない美に対する憧

しょう

憬
けい

があり、優れた作品は人の心の魂に触れ、感動を与える力
があります。私と同じ世代に生きた芸術家のすばらしい作
品を後世に伝えられるよう、今後も、名声にとらわれず、作
品本位で、現代日本画にこだわってコレクションを充実さ
せていきたいと考えています。

　松永記念館は、私にとって大好きなところです。また市
民として、誇りに思っています。美術品の大コレクター 
でもあった松永耳庵の松永記念館に、日本画の大コレク
ターである成川實館主のコレクションが集まるのは、私に
とって夢のような出来事です。
　絵を描く立場から、いつもコレクションする側が羨まし
く思います。しかし、自己の審美眼を信じ美術品を手に
入れる厳しさもあると最近少し分かってきました。コレク
ションは、ただお金があればできることではないのです。
　美術品を見て、喜びを共有し、そこから生まれる文化力が、今
ほど大切な時代はないように思います。ぜひこの機会に良質
な日本画の世界を多くの皆さんにお楽しみいただきたいです。

第1回  松永記念館交流美術展
「箱根・芦ノ湖成川美術館名作展」

文化勲章受章者から気鋭の若手作家まで

日時

10 月22日（土）〜11月20 日（日）
午前 9 時 〜 午後 5 時

場所

松永記念館　本館・別館展示室

観覧料

一般：500円／高校生、大学生：300円
（中学生以下無料、20 人以上で団体割引あり）

平松礼二「路—さくら、さくら」 堀文子「鳥達の楽園 」

芳澤一夫  「花（希望 ）」

山本 丘
きゅう

人
じん

  「黄華 」

岡信孝  「牡丹花 」

※出品作品は都合により変更することがあります。福井 爽
さわ

人
と

  「柿」

平山郁夫  「法隆寺夢殿 」

出品作品の選定にご協力いただいた
小田原市在住の日本画家

芳澤一夫さん

作品を見て、喜びを共有し、
生まれる文化力

心の魂に触れる作品を

成川美術館館主

成川實
みのる

さん

5 広報 小田原  2011.10.1



タ
ー
も
面
白
く
、
ま
た
、
休
憩
所
の
公

園
で
地
元
の
か
た
か
ら
頂
く
み
か
ん
や

ド
リ
ン
ク
が
の
ど
を
潤
し
て
く
れ
ま
す
。

　
30
キ
ロ
や
20
キ
ロ
コ
ー
ス
を
歩
く

健
脚
な
人
と
の
歩
く
ス
ピ
ー
ド
の
違

い
に
は
、驚
か
さ
れ
ま
す
。

　
ゴ
ー
ル
し
た
後
に
頂
く
つ
み
れ
汁

も
と
て
も
お
い
し
く
、毎
年
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
!!

　

母お
や
こ娘

で
毎
年
参
加
!!

　　
毎
年
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
時
の
太
鼓

や
、甲か

っ
ち
ゅ
う冑

隊
の
法ほ

螺ら

の
音
が
と
て
も
印

象
的
で
、「
さ
あ
、
が
ん
ば
る
ぞ
!
」

と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
歩
い
て
み
な
い
と
気
づ
か
な
い
小

田
原
の
町
並
み
を
感
じ
な
が
ら
、み
ん

な
で
列
を
作
っ
て
歩
く
の
が
楽
し
い

で
す
。
早
川
の
漁
港
や
さ
か
な
セ
ン

スポーツの秋 !!
西さがみ路を歩こう

西さがみ路を歩く全国屈指のウオーキングイベント
「第13回城下町おだわらツーデーマーチ」。たくさん
のスタッフに支えられ、毎年 1万人を超える参加者
が、それぞれの思いを胸に歩きます。
いつもは歩かない場所を、あるいはいつも歩いている
道でも、家族や仲間と、景色や会話を楽しみながら
歩いてみれば、さらに多くの秋や、普段は気づかな
かった新しい何かを発見できるかもしれません。
深秋の 11月。寒さに負けず、元気いっぱい、笑顔 
いっぱいに歩きませんか。

問  城下町おだわらツーデーマーチ実行委員会事務局 
☎ 38-1198

　
神
奈
川
県
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会
で

は
、ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
の
開
催
な
ど

へ
の
協
力
、ウ
オ
ー
キ
ン
グ
指
導
員
の

育
成
な
ど
を
通
し
て
、ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
で
は
、
全
コ
ー

ス
の
下
見
を
、
6
月
に
総
勢
50
人
以

上
で
11
日
間
に
わ
た
り
行
い
、ウ
オ
ー

カ
ー
に
危
険
が
及
ば
な
い
よ
う
、
看

板
や
人
員
配
置
、
問
題
点
の
解
決
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
当
日
は
、ウ
オ
ー
ク
リ
ー
ダ
ー
、

ウ
オ
ー
ク
ア
ン
カ
ー
、
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
と
本
部
で
の
業
務
を
総
勢

1
3
0
人
近
い
ス
タ
ッ
フ
で
全
面
的

に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

　
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
の
参
加
者
が
多

い
こ
と
か
ら
も
、
小
田
原
の
魅
力
が

証
明
さ
れ
て
き
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。
第
1
回
か
ら
か
か
わ
っ
た
者

の
一
人
と
し
て
、
ま
た
一
市
民
と
し

て
も
誇
ら
し
い
大
会
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

家
族
で
参
加
し
た
思
い
出
か
ら
、

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
!!

　　
僕
は
、第
4
回
か
ら
第
10
回
ま
で
の

ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
に
、
家
族
で
参
加

し
ま
し
た
。

　
ス
タ
ッ
フ
の
か
た
か
ら「
い
っ
て

ら
っ
し
ゃ
い
」「
お
か
え
り
な
さ
い
」
と

い
う
声
を
頂
い
て
う
れ
し
か
っ
た
こ

と
、ま
た
手
作
り
の
つ
み
れ
汁
が
と
て

も
お
い
し
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。

　
自
分
が
体
感
し
た
こ
と
を
、
今
度

は
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
多
く
の
か
た

に
伝
え
た
い
と
思
い
、
中
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
。
疲
れ

て
ゴ
ー
ル
し
た
ウ
オ
ー
カ
ー
に
「
お

か
え
り
な
さ
い
。
温
か
い
つ
み
れ
汁

を
ど
う
ぞ
」
と
声
か
け
を
心
掛
け
た

の
は
、
自
分
が
声
を
か
け
ら
れ
て
う

れ
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
か
ら

で
す
。

　
ウ
オ
ー
カ
ー
の
皆
さ
ん
に
、再
び
い

ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、こ
れ
か

ら
も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
大
会
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
で
す
。

全
国
か
ら
の
参
加
者
と

交
流
を
!!

　　
城
下
町
小
田
原
の
特
色
を
生
か
し

た
銅

あ
か
が
ね
も
ん門

広
場
で
の
出
発
式
。
銅ど

鑼ら

が

鳴
り
、
法
螺
貝
が
吹
か
れ
、
迫
力
満

点
の
北
條
太
鼓
が
鳴
り
響
く
「
い
ざ

出
陣
」
の
演
出
は
、
参
加
者
に「
元
気

で
歩
き
ま
し
ょ
う
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
私
も

全
国
各
地
の
大
会
に
参
加
し
て
い
ま

す
が
、
日
本
一
素
晴
ら
し
い
出
発
式

だ
と
思
い
ま
す
。

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
良
さ
は
、
仲
間

や
家
族
と
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
歩

く
こ
と
が
で
き
て
、
歴
史
、
文
化
、
自

然
に
触
れ
ら
れ
る
ほ
か
、
地
域
の
か

た
や
全
国
か
ら
の
参
加
者
と
交
流
が

図
れ
る
こ
と
で
す
。

　
大
会
の
ゼ
ッ
ケ
ン
に
は
、
名
前
、

出
身
県
の
ほ
か
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
欄

が
あ
り
、
各
自
の
思
い
や
意
気
込
み

を
書
い
た
り
、
交
流
を
図
れ
る
ツ
ー

ル
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
仲
間
、
家
族
を
誘
っ
て
ご
参

加
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

右：菅原啓子さん
（伊勢原市在住 ）

左：菊池亜希さん
（二宮町在住 ）

特定非営利活動法人  
神奈川県ウオーキング
協会（KWA ）
椎野和彦さん

大会主催者
㈳日本ウオーキング協会
事務局長  矢後勝則さん　

白鷗中2年  田代怜
さとし

さん

城下町おだわら
ツーデーマーチに参加しよう

3
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　8月中旬に発覚した市立病院金庫からの現金盗難事件の
容疑者として、9月1日、本市職員が逮捕されるという事態が
起きました。現役職員が、市民の皆さんからお預かりしてい
るお金に手をつけるなど、職務倫理以前の、あってはならな
い行為。今年3月に工事業者との収賄容疑で職員が逮捕さ
れたことを重く受け止め、全職員をあげてコンプライアンス（法
令遵守）の徹底と市民の皆さんからの信頼回復に取り組ん
でいた、その最

さ

中
なか

の事件であるだけに、大きな衝撃を受けて
います。「なぜ ?どうして?」という無念と悔しさ、そして何より、
市民の皆さんからの信頼を決定的に損ねてしまったことへの
申し訳ない思いでいっぱいです。
　私の市長就任以後、「市民が主役の小田原」を掲げ、地域別
計画の策定作業や、ケアタウン構想のモデル事業の実施など、さ
まざまな課題解決の取り組みに、市民の皆さんが力を注いでく
ださっています。また、4月からスタートした総合計画「おだわら
TRYプラン」では、「市民の力で未来を拓

ひら

く希望のまち」を将来
都市像に掲げ、「新しい公共をつくる」という命題のもとに、協
働でのまちづくりを進めています。さらに、東日本大震災後にお
ける「いのちを守る小田原」への取り組みでは、津波避難対策
などで地域住民の皆さんによる懸命な作業が続いています。
　これらの課題解決やまちづくりの作業は、市民の皆さんと市
職員との全面的な共同作業によるものですが、それがスムーズ
に進み、大きな効果を生み出すため最大の前提条件は、言うま
でもなく、市民の皆さんと職員との間の揺るぎない信頼関係で
ありましょう。正直、この国の地方自治の現場では、「お役所仕 
事」「役人根性」などの言葉があるように、役所職員に対する根
強い不信感のようなものがありますが、小田原ではそれらを払
拭するために、地域の課題を共有し、共に考え、共に汗を流し、
まちづくりを進めてきました。この間の作業に培われてきた市民
の皆さんとの協働の関係、忙しい中での市民の皆さんの献身、
それを支えてきた職員の努力を、私は誇りに思っています。
　しかし、そのような努力の集積の中にあってなお、今回の事
件を防げなかったのは、私を最高責任者とする市役所の組織
風土や職務環境に、「隙

すき

」があったからに他なりません。今後
はそれを埋めるとともに、私たちの一挙手一投足に及ぶまで、
市民の皆さんからの信頼を回復するための作業を、再び一から
積み上げ直すしか、道はないと考えています。その歩みを、市
民の皆さんには、どうか厳しく見守っていただきたいと思います。

「市役所への信頼回復へ」

城下町おだわらツーデーマーチ
事前申し込み受け付け中

コース

●　11月19日（土）
「小田原コース 」30・20・10・6 ㎞
「湯河原・真鶴コース 」20 ㎞

●　11月20 日（日）
「小田原コース 」30・20・10・6 ㎞
「箱根コース 」20 ㎞
※スタートの時間と場所は、コースによって異

なります。ゴールは、すべて小田原城址公園
 銅

あかがね

門
も ん

広場です。

費用

一般 1,500 円、小・中学生 100 円

※参加日数にかかわらず同額。
※未就学児は無料ですが、申し込みが必要です。
※団体申込（10名以上で同一コース・距離を歩く）

の場合、一般 1,300 円。
※当日申し込みの場合、一般 2,000 円。

申し込み方法

11月2日（水）まで（消印有効）に郵便振替、現金
書留、インターネット（ https://jtbsports.jp/） 
または、小田原アリーナなどへ直接持参。

〒250-0866 小田原市中曽根263  小田原アリーナ内  
城下町おだわらツーデーマーチ実行委員会事務局   
☎ 38-1198

※申込用紙は、小田原アリーナ、
市役 所 2 階ロビー、支 所・連 絡
所などの市内公共施設で配布中。
インターネット（電 子申請 届出
サービス）または電話でも郵送
請求できます。

※ 郵便振替、現金書留、インター
ネットでの申し込みには、別途
手数料がかかります。
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平成24年1月1日施行 !

自治基本条例
「まちづくり」の担い手
～市民・議会・行政の役割と関係～
小田原市自治基本条例の施行まで3か月となりました。この条例には、
これからの自治の担い手のあり方が書かれています。小田原のまちを
もっともっとよくしていくために、そして、市民もまちも元気であり続け
るために……。市民・議会・行政が、お互いに尊重し、対話し、連携し、
協力し合い、信頼関係を深め、責任を分かち合いながら、まちづくりを
進めていくことが必要です。

問  地域政策課 ☎ 33-1457

議会

市民の代表として選ばれた
議員で構成されます。
条 例や 予算などを審 議し、
議決します。
まちのあり方について考え、
提案します。

行政

市長は、市民に託された力を
適切に使います。
行政は、市民の立場に立って
仕事を行います。
市職員は、市民と協働し、
信頼関係をつくります。

議会
分かりやすく議会の情
報や市の課題を市民
に伝えます。
市民との交流・対
話の場をつくり、
市民の声を
聴きます。

行政
市民の意欲や知識をま

ちづくりに生かします。
情報を市民に分か

りやすく伝えます。
市民の意見に

しっかりと
対応します。

行政
市長は市の課題解決について議会に説明
し、理解を得るよう努めます。

議会
行政の仕事について監視・調査を行います。

市民
議会活動の充実の
ためにさまざまな
形でかかわります。

市民
さまざまな市の
取り組みに参加
します。

市民

小田原に住んでいる人、学ぶ人、働く人、
活動や事業を行っている人や団体な
ど、小田原に暮らす全ての人や団体が、

“市民”です。
一人ひとりが持つ力を、費やすことの
できる時間を使って、まちづくりに 

生かします。
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例
年
、
10
月
20
日
の
二
宮
尊
徳
の

命
日
に
ち
な
ん
で
開
催
し
て
い
る

「
尊
徳
祭
」は
、
今
回
で
54
回
め
。

　
尊
徳
の
優
れ
た
事
績
と
教
え
に
触

れ
る
と
と
も
に
、
今
回
は
、
尊
徳
ゆ

か
り
の
市
町
で
構
成
さ
れ
る
報
徳
サ

ミ
ッ
ト
で
つ
な
が
り
が
あ
り
、
東
日

本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

福
島
県
相
馬
地
区（
※
）の
復
興
を

支
援
す
る
催
し
も
行
い
ま
す
。

 ● プレコンサート  
時間：午後 0 時10 分〜 0 時 55 分   出演：栢山混声合唱団

 ● 開会式  
時間：午後1時 〜1時 30 分

◆  報徳の集い（定員：150人）  
団体や企業による活動発表会
発表団体：小田原報徳実践会、JAかながわ西湘、

報徳の郷
さと

 栢山いもこじ会
時間：午後1時 45 分〜3 時30分

 ● こども報徳市  
「報徳楽

がっこう

校」（小田原報徳実践会主催）で収穫した米や
野菜類の販売
時間：午後 0 時 30 分 〜3 時

第
54
回「
尊
徳
祭
」10
月
15
日（
土
）・
16
日（
日
）

 

場
所 

尊
徳
記
念
館

問  

尊
徳
記
念
館 

☎
36-

2
3
8
1

※
報
徳
仕
法
と
相
馬
中
村
藩
と
の
つ
な
が
り

尊
徳
の
高
弟
と
し
て
知
ら
れ
る
富
田
高こ
う
慶け
い
は
、相
馬
中
村
藩
の
藩
士
で

し
た
。
き
き
ん
で
荒
れ
果
て
た
領
地
を
立
て
直
す
た
め
、尊
徳
の
も
と

に
入
門
し
、桜
町（
栃
木
県
真
岡
市
）、下
館（
茨
城
県
筑
西
市
）で
、報

徳
仕
法
の
実
施
を
手
助
け
し
ま
し
た
。
そ
の
後
相
馬
へ
戻
り
、尊
徳
に

代
わ
っ
て
報
徳
仕
法
を
施
行
し
、藩
財
政
と
農
村
の
復
興
を
成
功
さ
せ

ま
す
。
ま
た
尊
徳
の
死
後
、尊
徳
の
教
え
を
世
に
広
め
る
た
め「
報
徳
記
」

な
ど
を
執
筆
し
ま
し
た
。

◆  尊徳フォーラム（定員：200人）  
尊徳の事績を知り優れた教えに学ぶ

（キャンパスおだわら報徳塾公開講座）
時間：午前 10 時 〜12 時   演題：「報徳が結ぶ小田原・相馬」
講師：報徳博物館館長代理  齋藤清一郎さん

◆  尊徳くらし体験（親子 20 組）  
尊徳の時代のくらしを追体験する
〜ぞうり作りとやせうま背負い〜
時間：午後 1 時 〜4 時   指導：桜井地区農家のみなさん

◆  二宮金次郎柴刈りウォーク（定員：100 人）  
金次郎の柴刈りの道を歩く
時間：午前 8 時 〜11時 30 分

※午前11時〜午後 0 時30分まで歓迎セレモニーがあります。
行程：大雄山線塚原駅ー矢佐芝公民館ー腰掛石ー三竹ー油菜

栽培地ー尊徳生家（約 10 km）
 ● 尊徳祭アトラクション  

時間：午後1時 30 分 〜 3 時 30 分   
出演：吟

ぎん

道
どう

清
せい

泉
せん

流
りゅうじょう

城泉
せん

会
かい

、栢山田植歌保存会、相模人形芝居下中座
 ● 琴演奏  

時間：午後 1時 〜 2 時   出演：つぼみの会
 ● 報徳市  

栢山の物産や金次郎にちなんだお菓子を直売
JAかながわ西湘桜井支店・小田原菓子商工業組合・あしたばの会ほか
時間：午前11時〜午後 3 時

 ● 抹茶サービス（先着 150 人）  
1 杯100 円（売り上げは、相馬地区の震災復興支援に役立てます。）
時間：午後 1 時〜 3 時
協力：ガールスカウト神奈川県第13 分団

◆ は事前申し込み（先着順）が必要です。電話または直接、尊徳記念館へ。

その他  
● 展示室無料開放 （両日 午前 9 時〜午後 5 時）
● 生家特別公開 （両日 午前 9 時〜午後 5 時）
● いろり燻

く ん

蒸
じょう

実演 （15日 午前10時〜午後 0 時 30 分）
 (16日 午前 9 時〜 11時 30 分）

当日は、相馬市の震災孤児や被災児童を支援する募金箱を会場
内に設置しています。ご協力をお願いします。

尊徳祭ポスター原画
小田原城北工業高等学校
デザイン科  鈴木亜

あ す な
沙さん作

10   15

10   16

郷
土
の
偉
人  

二
宮
尊
徳
に
思
い
を
は
せ
て

土

日
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小
田
原
海
外
市
民
交
流
会
に
よ
る

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
市
と
の
青
年
交
流

事
業
は
、
今
年
で
28
回
め
。
こ
の
夏
、

現
地
へ
渡
っ
た
青
年
が
、
16
日
間
に

わ
た
る
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
や
体
験

を
終
え
て
帰
国
し
ま
し
た
。

  

立
石
智
佳
子
さ
ん

　
メ
キ
シ
コ
と
の
国
境
に
近
い
こ
と

か
ら
、異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
活
発
な
ま
ち
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
地
域
や
企
業
で
多
く
の
女
性

が
活
躍
し
、働
く
女
性
を
企
業
が
サ

ポ
ー
ト
す
る
体
制
が
整
っ
て
い
ま

し
た
。
小
田
原
に
と
っ
て
学
ぶ
べ

き
点
が
た
く
さ
ん
あ
り
、未
来
の
発

展
の
可
能
性
を
発
見
で
き
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

  

本
郷
李り

奈な

さ
ん

　
市
長
な
ど
要
職
の
か
た
と
会
う
機

会
が
あ
り
、緊
張
し
ま
し
た
が
、
ど

の
か
た
も
優
し
く
、つ
た
な
い
英
語

の
質
問
に
真
剣
に
答
え
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。
現
地
の

か
た
の
温
か
い
心
に
触
れ
ら
れ
た
、

あ
っ
と
い
う
間
の
2
週
間
で
し
た
。

　
市
内
に
は
、小
田
原
女
子
短
期
大

学
、関
東
学
院
大
学
、国
際
医
療
福

祉
大
学
の
3
つ
の
大
学
が
あ
り
ま
す
。

小
田
原
女
子
短
期
大
学
に
は
、保
育

士
・
幼
稚
園
教
諭
や
栄
養
士
・
栄
養

教
諭
を
養
成
す
る
保
育
学
科
と
食
物

栄
養
学
科
、関
東
学
院
大
学
に
は
、

法
解
釈
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
の

法
の
あ
り
方
を
学
べ
る
法
学
部
、国

際
医
療
福
祉
大
学
に
は
、高
度
化
す

る
医
療
に
対
応
で
き
る
高
い
技
術
や

判
断
力
、
幅
広
い
教
養
を
身
に
着
け

る
保
健
医
療
学
部
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、3
校
の
専
門
性
が

異
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、各
大
学
の

  

本
多
亜
衣
さ
ん

　
海
や
山
が
あ
っ
て
、小
田
原
と
雰 

囲
気
が
似
て
い
た
の
で
、姉
妹
都
市
提

携
を
し
た
理
由
が
分
か
り
ま
し
た
。
小

学
校
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た 

時
、児
童
た
ち
が
東
日
本
大
震
災
の
被

災
者
の
た
め
に
、洗
車
を
し
て
得
た
収

入
で
募
金
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
を
知

り
、深
く
感
動
し
ま
し
た
。
今
後
も
交

流
活
動
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
今
年
は
、
姉
妹
都
市
提
携
30
周
年
。

10
月
14
日
か
ら
は
、「
市
民
訪
問
団
」

が
現
地
へ
向
か
い
ま
す
。
長
年
に
わ

た
る
両
市
の
友
好
親
善
を
祝
い
、
更

に
き
ず
な
を
深
め
ま
す
。

連
携
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
、専
門
性
が
異
な
っ

て
い
る
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
は

な
い
か
、大
学
間
で
連
携
し
な
が
ら

何
が
で
き
る
か
を
検
討
す
る
た
め

「
小
田
原
大
学
連
携
連
絡
協
議
会
」

を
発
足
さ
せ
、活
発
に
議
論
し
て
き

ま
し
た
。

　
こ
の
秋
、そ
の
成
果
の
一
つ
と
し

て
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
園
祭
を
協
力
し

て
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「C
am

pus Festa 2011

」と
題
し
、

ポ
ス
タ
ー
を
共
同
作
成
し
た
り
、

出
演
者
を
調
整
し
あ
っ
た
り
と
、

こ
れ
ま
で
に
は
な
い
形
で
着
々
と

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、市
民
公
開
講
座
の
共
同

開
催
や
施
設
の
利
用
開
放
な
ど
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
大
学
が
あ
る

メ
リ
ッ
ト
を
享
受
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

左から本多さん、本郷さん、立石さん

昨年の関東学院大学・滄浪祭のようす

問  

文
化
政
策
課  

☎
33-

1
7
0
3

Campus Festa 2011
10月9日（日）午前10時30分〜午後4時

10日（祝）午前10時30分〜午後2時30分
小田原女子短期大学・小

こ

峰
みね

祭
「おだっこ元気〜     W J 笑顔の総力祭 !! 」
子どもも楽しめるゲーム、海の見えるレストランなど

10月15日（土）午前10時〜午後6時
16日（日）午前10時〜午後4時

国際医療福祉大学・潮
しお

風
かぜ

祭「彩
いろどり

」
ふるさと大使 阿藤快さんの特別講演（15 日）
チャリティーイベントのビンゴ大会など

10月29日（土）午前10時〜午後4時
30日（日）午前10時〜午後4時
　　　　（※後夜祭  午後 5 時 〜 6 時）

関東学院大学・滄
そう

浪
ろう

祭「新
しん

風
ぷう

」
ミスコン、フリーマーケット、模擬店、
お笑いライブなど

問  

文
化
政
策
課  

☎
33-

1
7
0
3

市
内
3
つ
の
大
学
が
協
力

小
田
原
大
学
連
携
連
絡
協
議
会
発
足

チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
市
へ

行
っ
て
き
ま
し
た

姉妹
都市

10



　
市
町
村
消
防
の
広
域
化
を
推
進

す
る
消
防
組
織
法
の
一
部
改
正
を

受
け
、県
は
、県
西
地
域
2
市
8
町

を
1
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
す
る
枠
組

み
を
示
し
ま
し
た
。

　
2
市
8
町
で
は
県
西
部
広
域
行
政

協
議
会
に
お
い
て
、消
防
広
域
化
の

検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、こ
の

た
び
、箱
根
町
、湯
河
原
町
を
除
く
2

市
6
町
が
先
行
し
、よ
り
具
体
的
な

　
小
田
原
市
、
南
足
柄
市
、
中
井

町
、
大
井
町
、
松
田
町
、
山
北
町
、

開
成
町
、
真
鶴
町
、
湯
河
原
町
と
、

J
A
か
な
が
わ
西
湘
が
連
携
し
、

県
西
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
ま
す
。

　
農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
、
鳥
獣
被
害
の
増
加
な
ど
、
営

農
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
さ
ま

　
駅
前
の
道
路
や
歩
道
に
放
置
さ

れ
た
自
転
車
は
、
街
の
美
観
を
損

ね
る
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
や
身

体
の
不
自
由
な
か
た
の
通
行
を
妨

げ
、
交
通
事
故
や
災
害
時
に
は
避

難
や
救
助
の
障
害
に
な
り
ま
す
。

　
買
い
物
な
ど
短
時
間
で
あ
っ
て

も
、
道
路
や
歩
道
に
は
、
自
転
車

を
止
め
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
他
の
人
に
迷
惑
や
負
担
を
か

け
な
い
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

自
転
車
管
理
の
注
意
点

● 

自
転
車
の
盗
難
被
害
が
増
え

て
い
ま
す
。
盗
難
防
止
の
た

め
、
2
か
所
に
施
錠
し
て
く
だ

さ
い
。

● 

自
転
車
を
購
入
し
た
と
き
は
、

忘
れ
ず
に
防
犯
登
録
を
し
て
く

だ
さ
い
。

● 

安
全（
点
検
・
整
備
）・
安
心（
付

帯
保
険
）な
自
転
車
の
し
る
し
、

T
S
マ
ー
ク
を
貼
っ
て
く
だ

さ
い
。

検
討
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

広
域
化
に
よ
り

期
待
で
き
る
効
果

● 

よ
り
早
く
…

現
場
到
着
時
間
の
短
縮

● 
よ
り
高
度
に
…

現
場
対
応
力
の
強
化

● 

よ
り
効
率
的
に
…

行
財
政
運
営
の
効
率
化

ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、
情
報
提
供

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

県
西
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー

場
所

：

J
A
か
な
が
わ
西
湘

成
田
総
合
選
果
場
横

（
成
田
8
0
2-

1
）

☎
・        

38-

4
2
7
7

開
設
日
時

：

水
曜
日  

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
2
市
6
町
で
構
成
し
た
新
た
な

協
議
会
に
お
い
て
、平
成
24
年
度

末
ま
で
に
消
防
広
域
化
を
実
現
す

る
た
め
の
検
討
を
進
め
、
運
営
計

画
や
規
約
を
作
成
し
て
い
き
ま
す
。

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

（
祝
・
休
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
内
容

：

● 

営
農
相
談

● 

新
規
就
農
・
担
い
手
相
談

● 

農
業
関
係
機
関
と
の
協
議
・

連
絡
調
整

● 

農
地
の
貸
し
借
り
に
関
す
る
相
談

● 

鳥
獣
被
害
に
つ
い
て 

な
ど

ii
県
西
地
域
の
消
防
広
域
化
に
つ
い
て

〜
よ
り
具
体
的
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
〜

気
軽
に
相
談
を

県
西
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
を
10
月
12
日
に
開
設 企

画
政
策
課   

☎
33-  
1
2
3
9

問

消
防
総
務
課   

☎
49-  
4
4
1
4

農
政
課   

☎
33-  
1
4
9
4

問

地
域
安
全
課  

☎
33-

1
3
9
6

問

i
10
月
は
違
法
駐
車
追
放
強
化
月
間

「
ち
ょ
っ
と
だ
け 

甘
え
が
招
く 

迷
惑
駐
車
」

「
困
り
ま
す
! 

自
転
車
置
き
ざ
り 

知
ら
ん
ぷ
り
」

10月11日（火）～20日（木）は、
安全・安心まちづくり旬間

警察や防犯指導員、市などが連
携して、振り込め詐欺や自転車
盗などを防止するための啓発活
動を重点的に行います。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
上
の
バ
ー

「
市
政
情
報
」を
ク
リ
ッ
ク
→

「
自
治
体
連
携
」

11 広報 小田原  2011.10.1



　
高
齢
者
を
対
象
に
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者

：

本
市
に
住
民
登
録
・
外
国
人
登
録

の
あ
る
か
た
で
、
接
種
日
に

❶ 

65
歳
以
上
の
か
た

❷ 

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、

心
臓
や
じ
ん
臓
、呼
吸
器
な
ど

に
重
い
障
が
い
が
あ
る
か
た

※
接
種
期
間
は
、
10
月
11
日（
火
）

か
ら
平
成
24
年
2
月
29
日（
水
）

ま
で
で
す
。

※
市
内
取
扱
医
療
機
関
に
、
健
康

保
険
証
な
ど
住
所
・
年
齢
が
分

か
る
も
の（
対
象
者
❷
の
か
た
は

身
体
障
害
者
手
帳
も
）を
持
参

し
、
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

※
費
用
は
1,
5
0
0
円
で
、
接

種
回
数
は
1
回
で
す
。

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
、
生
活
保

護
受
給
世
帯
の
か
た
は
接
種
費

用
が
免
除
と
な
り
ま
す
。
接
種

時
に
免
除
確
認
書
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
接
種
の
10
日
前

ま
で
に
、
健
康
づ
く
り
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
す
で
に
支
払
わ
れ
た
接

種
費
用
に
つ
い
て
は
、
返
金
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
暴
力
団
排
除
条
例
の
策
定
に
当

た
り
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　
条
例
素
案
と
応
募
用
紙
は
10
月

3
日（
月
）以
降
、地
域
安
全
課（
生

活
安
全
係
）、タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
、

支
所
・
連
絡
所
、窓
口
コ
ー
ナ
ー
で

配
布
し
ま
す
。
10
月
21
日（
金
）ま

で
に
、直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、

郵
送
、フ
ァ
ク
ス
、ま
た
は
E
メ
ー

ル
で
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〒
2
5
0-

8
5
5
5

小
田
原
市
地
域
安
全
課

生
活
安
全
係

FAX 

33-

1
2
8
6

　
大
腸
が
ん
お
よ
び
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
診
に
つ
い
て
、対
象
の
か
た

に
、検
診
費
用
が
無
料
に
な
る
ク
ー

ポ
ン
券
や
検
診
手
帳
な
ど
を
9
月

末
に
送
付
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
者

：

平
成
23
年
4
月
20
日
現
在
、

本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
次
の

の
生
年
月
日
に
該
当
す
る
か
た

※
受
診
期
限
は
平
成
24
年
3
月
31

日
で
す
。

※
平
成
23
年
4
月
21
日
以
降
、転

入
さ
れ
た
か
た
は
、健
康
づ
く

り
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
に
つ
い
て
は
、

生
涯
に
一
度
受
け
れ
ば
よ
い
と
さ

れ
て
い
る
た
め
、今
ま
で
に
市
が
実

施
す
る
検
診
を
受
け
た
こ
と
が
な

い
か
た
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
今
年
度
、市
が
実
施
し
て
い
る
大

腸
が
ん
検
診
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

診
を
、す
で
に
受
診
し
た
対
象
者

に
は
、支
払
い
済
み
の
自
己
負
担

金
を
お
返
し
し
ま
す
。
返
金
に
は

申
請
が
必
要
で
す
の
で
健
康
づ

く
り
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

i
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
上
の
バ
ー「
暮

ら
し
の
情
報
」を
ク
リ
ッ
ク
→

「
防
災
／
防
犯
／
安
心
安
全
」

→「
防
犯
・
交
通
安
全
」

i
大
腸
が
ん
検
診
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

対
象
者
に
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
ま
し
た

健
康
づ
く
り
課  

☎
47-

0
8
2
0

問

地
域
安
全
課  

☎
33-

1
3
9
6

問健
康
づ
く
り
課  

☎
47-

0
8
2
0

問

i
暴
力
団
排
除
条
例
素
案
へ
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す

年齢

40歳

45歳

50歳

55歳

60歳

65歳

該当検診名

大腸がん・肝炎

大腸がん・肝炎

大腸がん・肝炎

大腸がん・肝炎

大腸がん・肝炎

肝炎

生年月日

昭和 45 年4月2日
  〜  46年4月1日

昭和40年4月2日
  〜  41年4月1日

昭和35 年4月2日
  〜  36 年4月1日

昭和30年4月2日
  〜  31年4月1日

昭和 25年4月2日
  〜  26 年4月1日

昭和20年4月2日
  〜   21年4月1日

※ 年齢については、前年度到達年齢です。

対象者
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お
お
と
り
保
育
園（
酒
匂
）は
、

平
成
24
年
3
月
31
日
で
、財
務
省
共

済
組
合
国
立
印
刷
局
支
部
に
よ
る

運
営
が
終
了
し
ま
す
。
4
月
1
日
以

降
は
、新
た
な
民
間
保
育
所
と
し
て

運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
平

成
24
年
度
の
入
所
申
し
込
み
を
、そ

の
他
の
市
内
保
育
園
と
同
様
に
開

始
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

保
育
年
齢

：

生
後
3
か
月
か
ら

　
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
市
町
村
と
連
携
し
て
県
内

に
在
住
す
る
75
歳
以
上
の
か
た
を

対
象
と
し
た
医
療
制
度
を
運
営
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
平
成
24
年
度
か
ら

の
4
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
、

第
2
次
計
画
の
策
定
に
当
た
り
、

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　
計
画
の
素
案
は
、10
月
3
日（
月
）

合
に
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、郵

送
、フ
ァ
ク
ス
、ま
た
は
E
メ
ー
ル
で

〒
2
2
1-

0
0
5
2

横
浜
市
神
奈
川
区
栄
町
8
番
地
1

ヨ
コ
ハ
マ
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
ビ
ル
9
階

神
奈
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合  

総
務
係

FAX 

0
4
5-
4
4
1-

1
5
0
0

E
メ
ー
ル 

kouikirengou@
union.

kanagaw
a.lg.jp

※
件
名
に
必
ず「
広
域
計
画（
案
）

に
関
す
る
意
見
」と
ご
記
入
く

だ
さ
い
。

　
新
た
な
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、

小
田
原
駅
西
口
か
ら
徒
歩
3
分
の
場

所
に
オ
ー
プ
ン
。公
募
し
た
中
か
ら
、

「
お
だ
ぴ
よ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」

と
い
う
名
称
に
決
ま
り
ま
し
た
。

住
所

：

城
山
1-

6-

32

☎
34-

6
1
8
1  （
11
日
以
降
）

開
設
日

：

月
〜
金
曜
日

（
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

開
設
時
間

：

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
子
育
て
ひ
ろ
ば  

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
30
分
）

※ 

10
月
11
日（
火
）は
11
時
か
ら
マ

リ
ン
バ
奏
者
の
鈴
木
あ
さ
み
さ

ん
を
招
い
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

※ 

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
っ

て
い
た
城
山
子
育
て
ひ
ろ
ば
は

10
月
4
日（
火
）で
終
了
し
ま
す
。

申
込

：

保
育
課
で
配
布
す
る
申
込
用

紙
に
記
入
し
、
10
月
3
日（
月
）か

ら
11
月
15
日（
火
）ま
で
に
保
育
課

に
直
接
提
出
。

※
園
名
が
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

か
ら
、
保
険
課
の
窓
口
で
配
布
す

る
ほ
か
、
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.union.kanagaw

a.lg.jp

）

に
も
掲
載
さ
れ
ま
す
。

募
集
期
間

：

10
月
3
日（
月
）か
ら

31
日（
月
）ま
で

提
出
方
法

：

保
険
課（
1
B
窓
口
）

ま
た
は
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

　
平
成
24
年
度
か
ら
次
の
施
設
を

一
括
で
管
理
運
営
す
る
指
定
管
理

者
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
は
、
ス

ポ
ー
ツ
課
ま
で
。

対
象
施
設

：
小
田
原
ア
リ
ー
ナ

小
田
原
テ
ニ
ス
ガ
ー
デ
ン

城
山
陸
上
競
技
場

小
峰
庭
球
場

子
育
て
政
策
課  

☎
33-

1
8
7
4

問

保
育
課  

☎
33-

1
4
5
1

問

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
上
の
バ
ー「
暮

ら
し
の
情
報
」を
ク
リ
ッ
ク
→

分
野
別
か
ら
探
す
→「
子
育
て

／
教
育
」の「
保
育
園・幼
稚
園
」

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
上
の
バ
ー「
暮

ら
し
の
情
報
」を
ク
リ
ッ
ク
→

分
野
別
か
ら
探
す「
ス
ポ
ー

ツ
」の「
ス
ポ
ー
ツ
施
設
」

ii
神
奈
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

広
域
計
画（
素
案
）に
関
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集

小
田
原
ア
リ
ー
ナ
な
ど
の

指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
課  

☎
38-

1
1
4
8

問

保
険
課  

☎
33-

1
8
4
3

問

i

i

お
お
と
り
保
育
園
・

来
年
度
の
入
所
申
し
込
み
に
つ
い
て

10
月
11
日（
火
）子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

名
称
は「
お
だ
ぴ
よ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」に
決
定
!!

〒

小田原駅

小田原城山郵便局

市役所社会福祉
センター

おだぴよ子育て
支援センター

西口
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全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大

会
の
7
月
に
行
わ
れ
た
県
大
会
で
、男

子
は「
東
富
水
イ
ー
ス
タ
ー
」が
、女

子
は「
富
士
見
バ
ン
ビ
ー
ナ
」が
優
勝

し
、8
月
に
東
京
で
行
わ
れ
た
全
国
大

会
に
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

全
国
大
会
で
は
、両
チ
ー
ム
と
も
惜
し

く
も
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
む
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、夏
休
み

の
大
切
な
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

　
次
の
試
合
で
も
勝
利
を
つ
か
む
た

め
、両
チ
ー
ム
と
も
、厳
し
い
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。

「
東
富
水
イ
ー
ス
タ
ー
」

　
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
い
て
よ

か
っ
た
の
は
、大
切
な
仲
間
が
で
き
た

こ
と
」と
キ
ャ
プ
テ
ン
の
山
田
涼り

ょ
う

雅が

さ
ん
。
メ
ン
バ
ー
は
9
人
と
少
な
く
、

小
柄
な
選
手
が
多
い
チ
ー
ム
で
す
が
、

工
夫
と
練
習
を
重
ね
た
サ
ー
ブ
と

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
強
み
で
す
。

「
富
士
見
バ
ン
ビ
ー
ナ
」

　
「
プ
レ
ー
が
つ
な
が
っ
て
、ポ
イ

ン
ト
が
取
れ
た
と
き
、仲
間
と
喜
び

合
う
瞬
間
が
う
れ
し
い
」と
キ
ャ
プ

テ
ン
の
内
藤
純じ

ゅ
ん

奈な

さ
ん
。
1
年
生
か

ら
6
年
生
ま
で
、24
人
の
メ
ン
バ
ー

で
、練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
強
く

て
、と
て
も
か
わ
い
い
、バ
ン
ビ
ー

ナ
た
ち
で
す
。

　

お
だ
わ
ら
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
に
活
動
す
る
、高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ「
パ
レ
ッ
ト
」。小
学
生
か
ら
高
校
生

ま
で
の
参
加
者
を
募
り
、海
岸
や
城
址
公
園
の

清
掃
活
動
を
行
う
ほ
か
、毎
年
11
月
に
開
催
さ

れ
る
サ
ポ
セ
ン
祭
り
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
高
校
の
先
生
に
勧
め
ら
れ
パ
レ
ッ
ト
に
入
っ

た
前
会
長
の
田
中
さ
ん
と
、演
劇
部
の
先
輩
に

勧
め
ら
れ
た
と
い
う
現
会
長
の
清
水
さ
ん
。「
清

掃
活
動
で
は
、メ
ン
バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、参
加

者
と
話
が
で
き
、さ
ら
に『
ご
く
ろ
う
さ
ん
』な

ど
と
声
を
か
け
て
く
れ
る
人
、気
に
留
め
て
く

れ
る
人
が
い
る
こ
と
は
と
て
も
う
れ
し
い
し
、

清
掃
活
動
を
す
る
こ
と
で
、ま
ち
を
汚
さ
な
い

よ
う
に
し
よ
う
と
意
識
し
て
く
れ
る
人
が
増

え
る
と
い
い
」と
言
い
ま
す
。

　
毎
月
の
定
例
会
で
は
、清
掃
活
動
の
計
画
や

反
省
の
ほ
か
、自
主
企
画
の
事
業
を
皆
で
考
え
ま

す
。8
月
の
定
例
会
は
、サ
ポ
セ
ン
祭
り
の
参
加

に
つ
い
て
の
具
体
的
な
話
し
合
い
。お
客
さ
ん
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
食
品
、子
ど
も
が
楽
し
め
る

遊
び
に
つ
い
て
、意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。普

段
は
経
験
で
き
な
い
出
会
い
の
場
で
自
分
た
ち

に
で
き
る
こ
と
を
、真
剣
に
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
「
パ
レ
ッ
ト
」の
名
前
の
由
来
は
、絵
の
具
を

の
せ
る
パ
レ
ッ
ト
。「
パ
レ
ッ
ト
」で
、さ
ま
ざ

ま
な
色
を
混
ぜ
合
い
、素
敵
な
絵
を
描
く
よ
う

に
、
会
員
同
士
や
、活
動
で
関
わ
る
人
た
ち
と

の
交
流
を
大
切
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
励

ん
で
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
色
を
取
り
混
ぜ
て
…

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ 「
パ
レ
ッ
ト
」前

会
長
の
田
中
勝
利
さ
ん

会
長
の
清
水
聖
一
さ
ん

夏休み期間中に実施した
小田原城周辺での清掃活動

富士見バンビーナ

パレットに入りたいかたは、市民活動サポートセン
ター （☎ 22-8001）までご連絡を 

サ
ポ
セ
ン
祭
り

日
時

:

11
月
6
日（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場
所

:

マ
ロ
ニ
エ

東富水イースター

みなぎる可能性、描く夢、そして、奏でる未来。
このコーナーでは、若者たちの活躍する姿や
メッセージをお届けします。 東富水イースター & 富士見バンビーナ

小学生バレーボール
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学校給食展
問  保健給食課  ☎ 33-1693

給食での食育の取り組みや、給食メニューの数々、調理器具など
を紹介します。体脂肪の測定をしたり、折り紙で野菜を作ったりし
ながら、健康や給食について理解を深めましょう。
日時：10月15日（土）・16日（日）

午前 10 時 〜 午後 6 時
場所：ダイナシティイースト（イトーヨーカドー）

　

10
月
8
日（
土
）、
9
日（
日
）は
、

小
田
原
城
址
公
園
二
の
丸
広
場
で「
小

田
原
お
で
ん
祭
り
」が
開
か
れ
ま
す
。

大
人
か
ら
子
ど
も
に
ま
で
愛
さ
れ
る

お
で
ん
は
、
学
校
給
食
で
も
大
人
気

で
す
。

お
い
し
い
お
で
ん
を

皆
で
楽
し
く
食
べ
ま
し
ょ
う
!

　
寒
い
季
節
の
給
食
の
献
立
に
は
、
和

風
味
の「
お
だ
わ
ら
っ
子
お
で
ん
」、
カ

レ
ー
味
の「
カ
レ
ー
お
で
ん
」な
ど
を
毎

年
1
〜
2
回
、
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
好
き
な
メ
ニ
ュ
ー
の
一

つ
で
す
。

　

練
り
製
品
は
も
ち
ろ
ん
、
大
根
、
に

ん
じ
ん
、
里
芋
の
根
菜
類
も
小
田
原
産

で
、
が
ん
も
ど
き
も
、
市
内
の
豆
腐
店

で
作
ら
れ
た
も
の
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　
足
柄
小
学
校
で
は
、
給
食
委
員
会
の

児
童
が
毎
日
、
そ
の
日
の
献
立
に
つ
い

て
、
校
内
放
送
を
し
て
い
ま
す
。
小
田

原
の
食
材
ば
か
り
で
お
で
ん
が
作
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
知
り
、
興
味
を
持
っ
て

食
べ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
お
で
ん
の

お
い
し
さ
も
さ
ら
に
増
す
は
ず
で
す
。

　
お
で
ん
は
、
一
つ
の
鍋
で
グ
ツ
グ
ツ

煮
る
か
ら
こ
そ
、
野
菜
の
う
ま
み
、
練

り
製
品
の
だ
し
が
よ
く
し
み
て
、
と
て

も
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
家
庭

で
も
お
で
ん
の
鍋
を
囲
み
な
が
ら
、「
ど

れ
に
し
よ
う
か
な
?
」「
は
ん
ぺ
ん
が
お

い
し
い
よ
」「
大
根
も
食
べ
て
ね
」と
会

話
も
弾
む
、
家
族
だ
ん
ら
ん
に
う
れ
し

い
献
立
で
す
。

おいしい小田原の味をかみしめながら、小田原の魅力を、もっと考えて 
みませんか。このコーナーでは、小田原のおいしい話題をお届けします。

6

給食でも大人気 !!

小田原おでん

カレーおでん（4人分）
材料  
● 大根 1/2本  ● にんじん 1/2本  ● 里芋 （中）2個  
● ちくわ 1本  ● 揚げボール 8 個  ● がんもどき 2 枚
● すじぼこ 1/2本
● だし汁 5カップ  ● 塩 ひとつまみ  ● しょうゆ 小さじ 2 
● みりん 小さじ1と1/2  ● カレールウ 1かけ  
● カレー粉 小さじ1/2  ● でんぷん 小さじ1/3

※ 練り製品は、他のお好きなおでん種に変えてもおいし
く作れます。

1 大根、にんじん、里芋を、一口大に切る。
2 ちくわ、すじぼこ、油抜きした揚げボールとがんもどきも、

一口大に切る。
3 だし汁で、大根、にんじん、里芋、ちくわ、すじぼこ、

揚げボール、がんもどきの順に煮る。
4 野菜が軟らかくなったら調味料で味付けをし、汁がなくな

らないように気をつけながら20分ほど弱火でコトコト煮る。

足柄小学校  栄養士

植村智子さん
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栢山駅

小田原
城北工高

栢山神社
城北中

報徳小

桜井小

尊徳記念館

小
田
急
小
田
原
線

酒
匂
川12

4 3

毎月1日発行
No. 1044

発行：小田原市   〒250-8555  小田原市荻窪 300番地  市役所総合案内   ☎ 0465-33-1302
編集：企画部広報広聴課   ☎ 0465-33-1261  FAX 0465-32-4640   ⓒ小田原市 2011・10
広報小田原は、資源保護のため再生紙を使用しています。

9月1日現在 小田原市の人口197,853人 78,185世帯 （平成22年国勢調査速報値による値）

　
栢
山
駅
は
、市
内
18
駅
の
中
で
最

も
北
に
あ
る
駅
で
す
。駅
前
の
踏
切

を
行
く
車
も
絶
え
ず
、多
く
の
高
校

生
が
通
学
に
利
用
す
る
、市
内
で
も

人
の
流
れ
の
多
い
駅
の
一
つ
で
す
。

　
駅
か
ら
東
に
少
し
歩
け
ば
、酒
匂

川
と
堤
防
の
松
並
木
、広
々
と
し
た

田
園
と
遠
く
に
そ
び
え
る
雄
大
な

富
士
山
や
箱
根
連
山
。昔
か
ら
あ
る

美
し
い
風
景
に
ゆ
っ
た
り
と
心
が

落
ち
着
き
ま
す
。

　
栢
山
は
、言
わ
ず
と
知
れ
た
二
宮

尊
徳
の
生
誕
地
。「
報
徳
堀
」や「
松

苗
植
栽
地
跡
」「
捨
苗
栽
培
地
跡
」

「
油
菜
栽
培
地
跡
」な
ど
尊
徳
ゆ
か

り
の
場
所
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。

中
で
も
生
家
が
復
元
保
存
さ
れ
て

い
る
尊
徳
記
念
館
で
は
、そ
の
生
涯

や
偉
業
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
米
作
り
が
盛
ん
な
栢
山
地
区
。

駅
近
く
の
栢
山
神
社
に
は
、斜
め
に

切
っ
た
木
面
を
米
の
粒
に
見
立
て

た
絵
馬
が
並
ん
で
い
ま
す
。
地
元

の
桜
井
小
学
校
、報
徳
小
学
校
の
子

ど
も
た
ち
は
、田
植
え
や
稲
刈
り
な

ど
を
体
験
。
先
人
た
ち
が
営
ん
で

き
た
米
作
り
、郷
土
の
偉
人
尊
徳
の

教
え
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

ほのぼの歩く

市内には、18もの駅があります。
毎日の、特別な日の、出発の駅。
帰ってきた安らぎを感じられる駅。
あなたの駅を訪ねます。

栢
か

山
や ま

駅
1927年開業、1日の平均乗降者数は9,316人
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